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　熊本高等専門学校は、二つの高等専門学校が統合された全国で
４校ある高等専門学校の一つであり、1943年設立の熊本無線電信
講習所を前身とする熊本電波工業高等専門学校と、1974年設置の
八代工業高等専門学校が再編統合され2009年10月に設立されま
した。本誌で紹介させていただいているとおり熊本キャンパスで
は電気・電子・情報系、八代キャンパスでは機械・電気、建築・
土木、生物・化学系の教育研究を行っており、工学系の基礎とな
る分野のほぼすべてをカバーしています。
　高専は、日本の工業を支える人材を育成するために63年前に設
けられた日本独自の高等教育機関ですが、その教育システムは海
外でも評価され、今やモンゴルやタイ、エジプトにも高専が設立
されています。日本でも卒業生の活躍のおかげで、近年、ますま
す評価が高くなっており、半導体人材や情報系人材、スタート
アップ人材など様々な人材育成の期待をいただいているところで
す。
　このうち半導体人材育成については、TSMCが進出した熊本に
ある本校は、全学科の学生向けの半導体工学概論や専攻科生向け

の半導体共創特論という科目を導入するなど、半導体産業の中核人材とトップ人材の育成に努めるととも
に、現在は全国の高専に展開する活動を行っています。また、情報系人材育成については、本年（2026
年）4月に改組を行い、熊本キャンパスの電気電子情報系３学科の学科名変更と定員増を行うとともに、八
代キャンパスの3学科へ情報コースを設置します。さらに、スタートアップ人材育成については、「熊本高
専ファーストペンギンズプロジェクト」と名付けてコワーキングルームやファブリケーションラボを整備す
るとともにアントレプレナーシップ教育を開始しています。チャレンジ精神の涵養のため、4月のカリキュ
ラム改編に合わせて低学年時には全学生に導入教育を行うとともに、学生にさまざまな機会を提供しようと
計画しております。なお、コワーキングルームは可能であれば企業の皆様にも使っていただき、学生が企業
の方と接触できる機会を増やすことができればと考えています。
　以上に加え、プログラミング等の高度なスキルを有し、自分の手を動かして行動ができることに定評のあ
る高専生が、より広い視野と思考力を身につけられるよう独自のリベラルアーツ教育にも力を入れていま
す。そして、課題に対するアイデアを提案し自らの手でものづくりを行う課題解決型の教育も1年生から高
学年まで続けて行っています。また、海外研修旅行をはじめとして、英語研修プログラムなどの学生派遣、
さらにはインターンシップ、異文化交流プログラム、国際シンポジウムなどによる海外からの学生受け入れ
も積極的に実施しています。
　高専の重要な役割の一つは、地域との連携です。本校は八代市、合志市および熊本県と連携協定を締結
し、学生にも協力してもらいながら地元の小中学生を対象としたSTEAM教育を数多く行っています。地元
の特別支援学校の協力を得て福祉介護分野の支援技術の開発と社会実装にも取り組んでいます。この取組み
は国立特別支援教育総合研究所と国立高等専門学校機構との連携協定締結にもつながり、今後はさらに活動
が拡がると期待しています。
　一方、企業の皆様との連携も高専には不可欠です。熊本高専地域連携振興会には100社以上の企業にご加
入いただき本校の活動にご支援いただいております。また、企業の方には非常勤講師をお願いするだけでな
く様々な形で学生の教育にご協力いただいています。熊本県工業連合会のご協力の元、企業から提示してい
ただいた課題に対して学生がアイデアを出し、試作やシミュレーションまで行う「新・閃きイノベーショ
ン」という取り組みを行っているほか、企業との連携研究型人材育成プログラムをはじめとした長期イン
ターンシップも実施しています。このようなプログラムへの参加は間違いなく学生の貴重な経験になってお
り、今後はより多くの企業と連携させていただければと願っております。エンジニアの育成には、企業の皆
様からのご支援が極めて重要だと思っております。是非、今後とも熊本高専の活動にご理解とご協力を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

校 長　髙 松　洋
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熊本高専の学科構成
　熊本高専は、旧熊本電波高専、旧八代高専の伝統と実績を継承し新たにICT技術を核として創設され、熊本
キャンパス「情報通信エレクトロニクス工学科」、「制御情報システム工学科」、「人間情報システム工学科」の電
子情報系３学科と八代キャンパス「機械知能システム工学科」、「建築社会デザイン工学科」、「生物化学システム
工学科」の融合・複合工学系３学科から構成されています。この６学科に高度化再編することにより、電子情報
系、融合・複合系技術分野を拡大・強化・発展させ、エンジニアリングデザイン能力の育成や人間社会と自然との
調和を目指した教育の充実を図り、国際的に通用する実践的・創造的な技術者を育成します。

専攻科
電子情報
システム工学
専攻

情報通信
エレクトロニクス工学科

専攻科
生産システム
工学専攻

半導体技術
＋

制御情報
システム工学科

情報技術
＋

機械知能
システム工学科

制御・知能
＋

建築社会
デザイン工学科共通教育科目

ICT科目

熊本キャンパス
電子情報系学科

八代キャンパス
融合・複合工学系学科

社会デザイン
＋

生物化学
システム工学科

生物科学
＋

人間情報
システム工学科

ヒューマン情報技術
＋

情報通信技術 機械工学

電子制御技術 建築デザイン

情報工学 物質化学

•目　的
　本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法および独立行政法人国立高等専
門学校機構法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な実践的かつ専門的な
知識および技術を有する創造的な人材を育成することを目的とする。

 
•理　念
　本校は、専門分野の知識と技術を有し、技術者としての人間力を備えた、国際的に
も通用する実践的・創造的な技術者の育成および科学技術による地域社会への貢献を
使命とする。

 
•育成する人材像
１. 日本語および英語のコミュニケーション能力を有する技術者
２. ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者
３. 各分野における技術の基礎となる知識と技能およびその分野の専門技術に関する
     知識と能力を持ち、複眼的な視点から問題を解決する能力を持った技術者
４. 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者
５. 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者
６. 知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り組むことができる技術者

本校の目的、理念、育成する人材像は以下の通りです。
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熊本キャンパスについて
　熊本キャンパスは、旧熊本電波高専の４学科（情報通信工学科、電子工学科、電子制御工学科、情報工学科）を
高度化・再編した「情報通信エレクトロニクス工学科」、「制御情報システム工学科」、「人間情報システム工学
科」の３つの電子情報系学科からなっています。グローバル時代のエンジニアに求められる情報通信分野の各
専門技術と確かな人間性、そして豊かなコミュニケーション力を育むとともに、各学科においては次のような
教育上の目的を定め、実践的・創造的技術者の育成を目指しています。

(1) 情報通信エレクトロニクス工学科
　情報通信エレクトロニクス工学科は、情報通信とエレクトロニクスの専門技術とともに両者を融合した
技術を身に付け、情報通信とエレクトロニクスに対する高度化、多様化したニーズに応えられる技術者の
育成を目的としています。

(2) 制御情報システム工学科
　制御情報システム工学科は、電気・電子工学、情報工学、計算機工学および計測・制御工学の基礎技術を
身に付け、これを基盤として制御と情報の関連技術を融合し、ソフトウェアとハードウェアを統合した制
御情報システムを実現できる技術者の育成を目的としています。

(3) 人間情報システム工学科
　人間情報システム工学科は、ソフトウェア・エレクトロニクス・ヒューマンウェアの技術を加味した情
報工学を基本に、人の生活に役立つ情報システムづくりの基礎を身に付け、社会のニーズに応えられる感
性豊かな技術者の育成を目的としています。

熊本キャンパスの進路状況
　熊本キャンパス 3学科の卒業生進路先を過去 5年間（2020～ 2024年度）の集計で示します。熊本キャン
パスでは、約6割の学生が本科卒業時に就職し、約4割の学生が専攻科や大学（3年時編入）に進学しています。
就職先は、県内・九州内が 2割 5分、関西・東海・関東地区が約 7割の割合となっています。また、業種別では、
情報通信業や電子部品・デバイス製造業、はん用機械気器具製造業等の製造業が約 8割を占め、それ以外では、
電気・ガス・水道業、運輸業・郵便業、サービス業、公務員など、種々の業種に就職しています。

その他
4％

大学
15%

その他
2％

専攻科
24%

就職
57%

熊本県内
15%

九州・沖縄
（熊本県内を除く）

10%

関東
58%

情報通信業
44%

運輸業、郵便業
2%

サービス業 2%

公務 1% 建設業 1%

その他
6%

食料品製造業
1%

化学工業等 2%

はん用機械
機器具製造業

8%

 電子部品・
デバイス製造業

23%

東海
5%

関西
10%

輸送用
機械器具
製造業
3%

その他の
製造業
4%電気・ガス・水道業 3%

進学と就職の割合 地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類
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情報通信エレクトロニクス工学科
Department of Information, Communication and Electronic Engineering

授業・実験・卒業研究など ■ 資格取得

電子顕微鏡 レーザ加工機 光学センサ

GNSSロボットカー

次の資格（検定）の取得を支援しています：（i）ハー
ドウェアに関する資格（第一級陸上無線技術士、
電気通信主任技術者、電気工事士）：（ii）ソフト
ウェアに関する資格（基本情報技術者、応用情報
技術者）：（iii）語学（実用英語検定2級、TOEIC）
なお、第一級陸上特殊無線技士の資格は卒業に
より認定されます。

情報通信・エレクトロニクス分野における最新の装置
（計測、評価、加工）を揃え、実験実習とPBLを積極的に
取入れ、実践的技術の修得に力を入れています。「情報
通信」では、通信システム・ネットワーク、通信プロトコ
ル・セキュリティ、CG・画像処理の技術を学びます。「エ
レクトロニクス」では、半導体デバイス・材料、回路シス
テム設計、組込システムの技術を学習します。

情報通信エレクトロニクス工学科では、「情報通信」と「エレクトロ
ニクス」のそれぞれの専門技術とともに、両者を融合した内容およ
びその活用技術が学習できることを特長とし、IoT（Internet of 
Things）社会の高度化、多様化、グローバル化したニーズに応えられ
る技術者の育成を目指しています。

情報通信エレクトロニクス工学科の教育技術分野と授業科目

学科オリジナルサイト

・電子通信基礎演習Ⅰ
・電子通信工学実験Ⅰ
・電子通信工学演習Ⅱ
・電子通信工学実験Ⅱ
・電子通信工学実験Ⅲ
・電子通信工学基礎
・知的生産学

実践的教育 情報

通信エレクトロニクス

・信号処理
・メディア工学
・コミュニケーション装置工学
・情報工学理論
・応用プログラミング
・画像処理工学
・計算機工学
・プログラミング
・情報基礎工学

・ネットワーク工学
・電磁波工学
・アナログシステム
・ディジタルシステム
・電気通信法規
・信号伝送工学
・通信システム工学
・Webコミュニケーション

・実装工学
・オプトエレクトロニクス
・ディジタル設計
・半導体プロセス
・電子工学
・基礎電気学
・電気回路学
・電子回路学
・電子計測

回路設計

半導体・電子回路 通信・放送タブレット端末の
活用

アプリ開発

マルチメディア
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教育上の目的を定め、実践的・創造的技術者の育成を目指しています。

(1) 情報通信エレクトロニクス工学科
　情報通信エレクトロニクス工学科は、情報通信とエレクトロニクスの専門技術とともに両者を融合した
技術を身に付け、情報通信とエレクトロニクスに対する高度化、多様化したニーズに応えられる技術者の
育成を目的としています。

(2) 制御情報システム工学科
　制御情報システム工学科は、電気・電子工学、情報工学、計算機工学および計測・制御工学の基礎技術を
身に付け、これを基盤として制御と情報の関連技術を融合し、ソフトウェアとハードウェアを統合した制
御情報システムを実現できる技術者の育成を目的としています。

(3) 人間情報システム工学科
　人間情報システム工学科は、ソフトウェア・エレクトロニクス・ヒューマンウェアの技術を加味した情
報工学を基本に、人の生活に役立つ情報システムづくりの基礎を身に付け、社会のニーズに応えられる感
性豊かな技術者の育成を目的としています。

熊本キャンパスの進路状況
　熊本キャンパス 3学科の卒業生進路先を過去 5年間（2020～ 2024年度）の集計で示します。熊本キャン
パスでは、約6割の学生が本科卒業時に就職し、約4割の学生が専攻科や大学（3年時編入）に進学しています。
就職先は、県内・九州内が 2割 5分、関西・東海・関東地区が約 7割の割合となっています。また、業種別では、
情報通信業や電子部品・デバイス製造業、はん用機械気器具製造業等の製造業が約 8割を占め、それ以外では、
電気・ガス・水道業、運輸業・郵便業、サービス業、公務員など、種々の業種に就職しています。

その他
4％

大学
15%

その他
2％

専攻科
24%

就職
57%

熊本県内
15%

九州・沖縄
（熊本県内を除く）

10%

関東
58%

情報通信業
44%

運輸業、郵便業
2%

サービス業 2%

公務 1% 建設業 1%

その他
6%

食料品製造業
1%

化学工業等 2%

はん用機械
機器具製造業

8%

 電子部品・
デバイス製造業

23%

東海
5%

関西
10%

輸送用
機械器具
製造業
3%

その他の
製造業
4%電気・ガス・水道業 3%

進学と就職の割合 地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類
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制御情報システム工学科
Department of Control and Information Systems Engineering

■ 資格取得

4年次学生実験 プログラミング演習 外国人講師による技術英語授業

ITパスポート試験/基本情報
技術者試験のほか、ディジタ
ル技術検定試験などの資格
取得を目指す学生を対象に
個別指導を行い、より多くの
受験を奨励しています。

電気・電子回路、電磁気学など電気・電子基礎技術、コンピュータ・情報処理
に関するIT基礎技術をはじめとして、計測・制御工学、信号処理、画像処理
工学などの専門分野、ならびに、プログラミング言語やソフトコンピュー
ティング（人工知能）、組み込みシステムやIoTに関する応用技術を授業演
習や実験により習得します。さらに、卒業研究などの総合的プロジェクト
学習によって統合システムの設計・開発技術の基礎を習得し、サイバー空
間とフィジカル空間を高度に融合させたシステム（Society 5.0）に対応で
きる実践的技術者を育成します。

制御情報システム工学科では、「制御」関連技術と「情報」関連技術、
およびそれらを融合したシステムについて学びます。さらに、総合
的プロジェクト学習によって統合システムの設計・開発技術の基礎
を身につけた Society 5.0に対応できる実践的技術者の育成を目指
しています。

制御情報システム工学科の教育技術分野と授業科目

実践教育
・制御工学基礎演習
・制御情報システム工学演習
・制御工学実験
・リベラルアーツ実践
・卒業研究
・技術英語
・技術者倫理
・インターンシップ

コントロール

人工知能

無響室ハードウェア

・制御工学基礎
・制御工学
・IoT/組込みシステム基礎論
・IoT/組込みシステム設計
・画像処理工学
・人間工学

・情報リテラシー
・情報処理
・プログラミング通論
・プログラミング特論
・音響工学
・AI概論

・電気回路学
・電子回路学
・電気磁気学
・計算機工学
・ハードウェア設計論
・メカトロニクス工学
・計測工学

福祉システムメカトロニクス
・IoT

授業・実験・卒業研究など
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人間情報システム工学科
Department of Human-Oriented Information Systems Engineering

授業・実験・卒業研究など ■ 資格取得

プログラミング演習 無響室での音響特性実験 卒業研究
機械学習による物体認識の応用

情報処理技術者試験(基本情報技
術者／応用情報技術者／ITパス
ポート／情報セキュリティマネジメ
ント）、CG-ARTS検定などの資格
取得のほか、プログラミングコン
テストなど各種学外コンテストへ
のチャレンジを奨励しています。

電気回路や電子回路などのエレクトロニクス系基礎科目を含め、プログラ
ミングやデータベース、組込みシステムなどソフトウェアとハードウェアを
統合的に活用するシステム情報技術に関する知識をバランスよく学習しま
す。さらに情報理論や情報数学など数学的観点から情報を利活用する数理
情報技術、人間環境工学や福祉工学などの科目を通じて人の活動を理解し
支援するヒューマン情報技術の高度な内容を複合的に修得します。多くの
科目で講義に加えて実験・演習を積極的に取り入れており、卒業研究やプロ
グラミングコンテストなどへの参加を通して創造力と実装力を磨きます。

人間情報システム工学科では、情報工学分野を基盤としてコンピュータ
を活用するシステム情報技術に加え、多様化する情報を効率的に分析す
る数理情報技術、人間の行動や感性、身体的特徴などを理解し支援する
ヒューマン情報技術を複合的に学んでいます。「人の生活を豊かにする情
報システム」を構築できる感性豊かな創造的情報系技術者として、幅広
い社会分野で活躍することのできる人材の育成を目指しています。

人間情報システム工学科の教育技術分野と授業科目

電気回路実験

システム情報技術

ヒューマン情報技術数理情報技術

・オブジェクト指向プログラミング
・システム工学
・プログラミング
・データ構造とアルゴリズム
・オペレーティングシステム
・組込みシステム
・コンピュータアーキテクチャ
・情報ネットワーク
・データベース
・情報セキュリティ

・人間環境工学
・画像・音処理論
・福祉工学
・ヒューマン情報処理

・情報理論
・情報数学
・信号処理
・数値計算
・数理情報工学
・応用数学

学習するプログラミング言語例

ソフトウエア開発実験 音像定位実験

R言語を用いたデータ解析 トレッドミルを用いた運動意欲向上の研究脳活動の計測による感性推定の研究

・計算機工学
・電気回路学
・電子回路学
・電気磁気学

電気電子系基礎科目
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制御情報システム工学科
Department of Control and Information Systems Engineering

■ 資格取得

4年次学生実験 プログラミング演習 外国人講師による技術英語授業

ITパスポート試験/基本情報
技術者試験のほか、ディジタ
ル技術検定試験などの資格
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個別指導を行い、より多くの
受験を奨励しています。
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習や実験により習得します。さらに、卒業研究などの総合的プロジェクト
学習によって統合システムの設計・開発技術の基礎を習得し、サイバー空
間とフィジカル空間を高度に融合させたシステム（Society 5.0）に対応で
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およびそれらを融合したシステムについて学びます。さらに、総合
的プロジェクト学習によって統合システムの設計・開発技術の基礎
を身につけた Society 5.0に対応できる実践的技術者の育成を目指
しています。

制御情報システム工学科の教育技術分野と授業科目

実践教育
・制御工学基礎演習
・制御情報システム工学演習
・制御工学実験
・リベラルアーツ実践
・卒業研究
・技術英語
・技術者倫理
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人工知能

無響室ハードウェア

・制御工学基礎
・制御工学
・IoT/組込みシステム基礎論
・IoT/組込みシステム設計
・画像処理工学
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・情報リテラシー
・情報処理
・プログラミング通論
・プログラミング特論
・音響工学
・AI概論

・電気回路学
・電子回路学
・電気磁気学
・計算機工学
・ハードウェア設計論
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福祉システムメカトロニクス
・IoT

授業・実験・卒業研究など



07 National Institute of Technology（KOSEN）, Kumamoto College

八代キャンパスについて
　八代キャンパスは、旧八代高専の４学科（機械電気工学科、情報電子工学科、土木建築工学科、生物工学科）を
高度化・再編した「機械知能システム工学科」、「建築社会デザイン工学科」、「生物化学システム工学科」の３つ
の融合・複合工学系の学科からなっています。グローバル時代のエンジニアに求められる確かな人間性とコ
ミュニケーション力、そして情報通信に関する基礎力を基盤として、各学科においては次のような教育上の目
的を定め、専門性を身に付けた実践的・創造的技術者の育成を目指しています。

(1) 機械知能システム工学科
　機械知能システム工学科は、「機械工学」を基本として、「電気・電子・制御・情報・通信システム」等の
幅広い技術分野にも対応しながら、様々な生産活動の場において総合エンジニアとして「モノづくり」に貢
献できる技術者の育成を目的としています。

(2) 建築社会デザイン工学科
　建築社会デザイン工学科は、建築学と土木工学の専門基礎技術に情報通信技術を加えて、地域の文化や
歴史、自然環境や防災などに配慮しながら、建物、社会資本の整備や都市計画などの「地域づくり・まちづ
くり」に貢献できる技術者の育成を目的としています。

(3) 生物化学システム工学科
　生物化学システム工学科は、生物科学と化学の専門基礎技術に情報電子技術を加え、生物の持つ様々な
機能を工学的に応用するバイオ技術を駆使して、医薬医療・食品・化学等の産業分野で展開されている「先
進的で高度なモノづくり」に貢献できる実践的バイオ・ケミカル技術者の育成を目的としています。

八代キャンパスの進路状況
　八代キャンパス 3学科の卒業生進路先を、過去 5年間（2020～2024年度）の集計で示します。八代キャン
パスでは、約 6割の学生が本科卒業時に就職し、約 4割の学生が専攻科をはじめ、大学（3年時編入）に進学し
ています。就職先は、県内・九州内が約 3割、関西・東海・関東地区が約 7割の割合となっています。また、業
種別では、建設業、化学工業等、食料品製造業、電気・ガス・水道業、輸送用機械器具製造業を始め、情報通信業
や公務員など、種々の業種に就職しています。

進学と就職の割合 就職学生の地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類

就職
59%

その他
2%

大学
14%

 専攻科
25%

その他
3%

熊本県内
17%

九州・沖縄
（熊本県内を除く）

11%

関東
53%

東海
4%

関西
12%

その他
5%

建設業
31%

食料品
製造業 4%

化学工業等
19%

鉄鋼業、金属製品製造業
1%

はん用機械機器具製造業
5%

電子部品・
デバイス製造業

11%

輸送用機械
器具製造業
2%

その他の製造業
11%

電気・ガス・
水道業 2%

情報通信業
3%

運輸業、郵便業
3%

公務
3%
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機械知能システム工学科
Department of Mechanical and Intelligent Systems Engineering

授業・実験・卒業研究など ■ 資格取得

ロボット工学研究室で
ディスカッション中

熱工学研究室のゼミの様子 堆積ゴミの評価（東京エレクトロン九州・
熊本高専  人材育成プログラム）

極低温流体の輸送ポンプの
数値シミュレーション
（卒業研究・特別研究）

技術士補、機械設計技術者3級、危険物取
扱者、１級ボイラー技士、3D CAD認定試
験、電気主任技術者3種、基本情報技術者
などの資格取得を推奨しています。

機械系、電気・電子系、ICT系の基礎科目を必修科目とし、更に多
様な専門科目を現代の複合的な技術分野にあわせて設けてお
り、近年は、3D CAD/CAE/CAM教育に力を入れています。ま
た、充実した先端教育研究設備による実習・実験、課題を自由に
選んで設計する総合設計、卒業研究などを通して、学んだ知識
や技術を幅広く応用するための実践力を養成しています。

機械知能システム工学科は、機械工学を基本として、「電気・電子・制
御・情報・通信システム」等の幅広い分野も対応しながら、様々な生産
活動の場において「モノづくり」に貢献できる「総合エンジニア」育成
を目指しています。本学科の名称は、これらが複合した学科であるこ
とを示すために「機械知能システム工学科」としています。

機械知能システム工学科の教育技術分野と授業科目

・工学入門
・機械工学概論
・科学技術史
・ものづくり実習
・機械知能システム実験

基盤科目 I C T

制御・知能システム機械システム

・情報基礎
・ネットワーク入門
・プログラミング入門
・情報処理
・応用情報処理
・情報技術演習　など

・基礎電気
・電気電子回路
・計測工学
・電気磁気学
・メカトロニクス　など

・機械工作学
・力学基礎
・材料力学
・熱力学
・流体力学
・機械力学
・エネルギー工学　
など

・製図基礎
・機械設計演習
・課題研究
・卒業研究　など

● 制御・知能系科目

● 総合科目

● 機械系科目

● ＩＣＴ系科目

融合・複合
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パスでは、約 6割の学生が本科卒業時に就職し、約 4割の学生が専攻科をはじめ、大学（3年時編入）に進学し
ています。就職先は、県内・九州内が約 3割、関西・東海・関東地区が約 7割の割合となっています。また、業
種別では、建設業、化学工業等、食料品製造業、電気・ガス・水道業、輸送用機械器具製造業を始め、情報通信業
や公務員など、種々の業種に就職しています。

進学と就職の割合 就職学生の地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類

就職
59%

その他
2%

大学
14%

 専攻科
25%

その他
3%

熊本県内
17%

九州・沖縄
（熊本県内を除く）

11%

関東
53%

東海
4%

関西
12%

その他
5%

建設業
31%

食料品
製造業 4%

化学工業等
19%

鉄鋼業、金属製品製造業
1%

はん用機械機器具製造業
5%

電子部品・
デバイス製造業

11%

輸送用機械
器具製造業
2%

その他の製造業
11%

電気・ガス・
水道業 2%

情報通信業
3%

運輸業、郵便業
3%

公務
3%
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建築社会デザイン工学科
Department of Architecture and Civil Engineering

■ 資格取得

CADをつかった設計演習 小学生向け防災授業の実施 民家の実測調査

1級・2級建築士、1級・2
級土木施工管理技士、1
級・2級建築施工管理技
士、測量士補・測量士など
の資格取得を奨励してい
ます。

本学科のカリキュラムは、学年が上がるにつれて専門科目が充実する楔形の構成
になっています。上級学年では建築分野のほか土木系の選択科目も開講されます。
実験・演習・プロジェクト科目では実験技術を身に着けるとともに、グループワー
クによる協調性、フィールドワークによる地域社会への創造的実践力を育成しま
す。４年生の課題研究、５年生の卒業研究では課題設定とその解決力、論理的思
考などを総合的に育成します。デザコンなどの各種コンペティションにも応募しま
す。こうした教育を支えるため実験設備・実験装置も充実しています。

建築社会デザイン工学科は、建築学の専門基礎技術を中心に、土木工
学、情報通信技術、計測技術といった関連技術や、自然環境、防災、文
化、歴史などの幅広い知識を培うことで、建築物の設計・施工、地域づ
くり・まちづくりなどに貢献できる建築士、建設技術者の育成を目標と
しています。特に社会を教室とするさまざまな演習課題を通じ、総合
的な視野とデザイン能力を備え、地域性や住民らに寄り添うことので
きる技術者、持続可能な社会の実現に貢献できる技術者を育てます。

建築社会デザイン工学科の教育技術分野と授業科目

授業・実験・卒業研究など

デザコン本選でのポスターセッション

建  築

構造系 計画系 環境系

・建築構法
・構造力学 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・建設材料 Ⅰ
・鉄筋コンクリート工学 Ⅰ
・鋼構造工学 Ⅰ・Ⅱ

・都市計画 Ⅰ・Ⅱ
・建築計画 Ⅰ・Ⅱ
・建築史 Ⅰ・Ⅱ
・建築法規
・施工法 Ⅱ

・都市環境工学
・建築環境工学 Ⅰ・Ⅱ
・建築設備

・建設材料 Ⅱ
・鉄筋コンクリート工学 Ⅱ
・土質工学 Ⅰ・Ⅱ　・地盤工学
・水理学　・河川海岸工学
・土木構造設計
・施工法 Ⅰ　・防災工学 情報

通信技術

・情報基礎
・ネットワーク入門
・プログラミング入門
・応用情報処理

計測技術

・測量学および同実習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・地形情報処理
・建築社会工学実験 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

実験・演習
プロジェクト

・基礎製図 Ⅰ・Ⅱ
・創造演習　・CAD演習
・設計製図 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・建築設計演習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・建築社会工学実験 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・実践プロジェクト

課題研究
卒業研究 土  木
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生物化学システム工学科
Department of Biological and Chemical Systems Engineering

授業・実験・卒業研究など ■ 資格取得

実習風景 ドラフトチャンバー内での化学反応 クリーンベンチでの無菌操作

危険物取扱者（甲種・乙種）、公害防止管理
者（大気1種・水質1種）、品質管理検定、二
級ボイラ技士、高圧ガス製造保安責任者、
バイオ技術者中級認定試験、環境計量士
の資格取得を奨励しています。

授業と実験では生物科学系と化学系を中心にICT系を加えた
講義と実習を通して、実践的技術者に必要とされる知識と技
術の基礎の習得に力を入れています。また、卒業研究では医
薬医療、食品、化学及び環境、資源に着目した研究を通して、
人々の暮らしを豊かにする先進的な技術と専門知識の着実
な習得と問題解決能力の向上に取り組んでいます。

生物化学システム工学科は、物理的・化学的反応の積み重ねで維持されて
いる生命現象を理解し、異種の工学分野が融合した新しい産業基盤を促
進・展開している医薬医療・食品・化学等の産業界で「先進的で高度なも
のづくり」に対応できる、ICTの基礎技術を習得した「バイオ・ケミカル技
術者」を育成する複合学科です。最新のテクノロジーに対応した実践的教
育に活用するため 遺伝子工学実験室や培養室などの高度な教育施設、
DNAシークエンサやICP-MSなどの先端的な研究設備を備えています。

生物化学システム工学科の教育技術分野と授業科目

・生物化学システム工学概論
・化学演習
・生物化学実験 Ⅰ
・生物 Ⅰ・Ⅱ など

基礎科目 I C T

物 質 化 学生 物 科 学

・情報工学
・電気電子工学
・応用情報処理 Ⅰ・Ⅱ
・制御システム など

・物理化学 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・有機化学 Ⅰ・Ⅱ 
・分析化学
・化学工学 など

・細胞生物学
・微生物工学
・分子生物学
・生化学 Ⅰ・Ⅱ
・遺伝子工学 など

● 物質化学系科目● 生物科学系科目

● ＩＣＴ系科目

融合・複合

GCMSを用いた化学分析
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建築社会デザイン工学科
Department of Architecture and Civil Engineering
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ます。
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す。こうした教育を支えるため実験設備・実験装置も充実しています。
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的な視野とデザイン能力を備え、地域性や住民らに寄り添うことので
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・施工法 Ⅰ　・防災工学 情報

通信技術

・情報基礎
・ネットワーク入門
・プログラミング入門
・応用情報処理

計測技術

・測量学および同実習 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・地形情報処理
・建築社会工学実験 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

実験・演習
プロジェクト

・基礎製図 Ⅰ・Ⅱ
・創造演習　・CAD演習
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【お知らせ】令和８年４月から熊本高専は変わります。

　本校では、「くまもと半導体産業推進ビジョン」にのっとり、DX・半導体教育に加え、起業家精神を
育むアントレプレナーシップ教育や、数理・データサイエンス・AI教育プログラムなどを通じて、
チャレンジ精神に溢れグローバルな人材の育成を目指しています。この教育方針のもと、令和８年
４月から本校の「目的」・「理念」・「育成する人物像」を以下のとおり刷新するとともに、その実現のた
め、学科改組を実施します。

•目　的
　熊本高等専門学校は、教育基本法の精神に則り、学校教育法及び独立
行政法人国立高等専門学校機構法に基づいて、深く専門の学芸を教授
し、職業に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な
人材を育成することを目的とする。

 
•理　念
　熊本高等専門学校は、多様な能力と自主性を尊重した教育と研究によ
り、社会における自分および技術の役割を理解し、社会課題の解決に貢
献できる実践的技術者を育成する。

 
•育成する人材像
　本校で育成する実践的技術者とは、以下の能力を身につけた人材のこ
とをいう。
Ａ．基盤となる専門分野の基礎を修得し、創造性をもって技術の発展に
貢献できる能力

Ｂ．基盤となる一般教養と広い視野をもって社会の課題を認識し、高い
実行力により技術を社会に活かす能力

本校の目的、理念、育成する人材像 （令和８年４月以降）
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電子工学と情報通信の基礎から応
用技術まで、幅広い知識と技術を学
び、デジタル社会で活躍するICT人
材や半導体人材を育成します。

情報通信
エレクトロニクス
工学科（40名） （43名） 

電子情報通信工学科
定員３名増

AI・データ分析、IoTシステム設計や
制御技術、電気電子の基礎を幅広く
学び、福祉支援など、社会が抱える
様々な課題を解決する人材を育成
します。

制御情報
システム工学科
（40名） （43名） 

知能制御情報工学科
定員３名増

プログラミングやデータサイエンス
などの情報分野に関する様々な知
識と技術を学び、情報システムの構
築やソフトウェア開発のできる技術
者を育成します。

人間情報
システム工学科
（40名） （43名） 

情　報　工　学　科
定員３名増

　以下に図示するとおり、熊本キャンパスでは、現行３学科を廃止し、新たに３学科を設置するとともに、各学科
の入学定員を３名ずつ増員します。また、八代キャンパスの３学科については、新たに情報コースを導入し、４年次
からコース配属を行います。
　さらに、学科の枠を超えて広く学べるよう、全学科共通の科目や、学科横断科目を新たに導入します。

学科改組の概要

熊本キャンパス ★様々な分野の情報技術を開発できる人材を育成

新
学
科
の
設
置

各
学
科
の
教
育
課
程
を
改
編
す
る
と
と
も
に

学
科
横
断
専
門
科
目
を
設
置

機械の設計から製造の基礎に関す
る実習や工学実験など、実際的な
「ものづくり」を学びます。機械工学
をベースに社会に貢献できる総合
エンジニアを育成します。

機械知能
システム工学科
（40名）

○機械知能コース（33名）
●機械知能情報コース（7名）

機械知能システム工学科

建設技術に必要な専門に加え、自
然環境、防災、歴史や文化、情報通
信や計測技術を学び、建築の設計・
施工や地域・まちづくりに貢献でき
る建設技術者を育成します。

建築社会
デザイン工学科
（40名）

生物・化学を中心に、情報電子技術
（ICT技術）の基礎を学び、「先進的
で高度なものづくり」に貢献できる
実践的バイオ・ケミカル技術者を育
成します。

生物化学
システム工学科
（40名）

八代キャンパス ★各専門分野で情報技術を駆使できる人材を育成

情
報
コ
ー
ス
の
設
置

全学科共通（必修）情報系科目 全学科必修科目情報リテラシー、プログラミング入門、
データサイエンスⅠ・Ⅱ、プログラミング アントレプレナーシップ基礎

○建築土木コース（33名）
●建築社会情報コース（7名）

建築社会デザイン工学科

○生物工学コース（33名）
●生物化学情報コース（7名）

生物化学システム工学科

各
情
報
コ
ー
ス
共
通（
必
修
）科
目

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム・

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・情
報
処
理
技
術・Ａ
Ｉ
技
術
応
用
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「専攻科」について
　専攻科は、急速に進む科学技術の国際化と高度化に対応するために、本科5年間の技術者教育で修得した工
学の基礎知識と技術を、さらに発展させる課程として設置されています。本校の専攻科は、JABEEプログラム
に対応し、技術者としての必要な科学技術の基礎的知識と専門分野の知識と技術を有し、広い視野と国際的な
コミュニケーション力および倫理観を備え、これからの社会の様々な問題の解決に主体的・創造的に取り組め
る実践的高度技術者の育成を目標にしています。
　両キャンパスの本科の専門分野に合わせて、2つの専攻を設置しています。

　電子・情報・制御系の基礎となる「ディジタル電子回路学」や「データサイエンス」、「物理シミュレーション」などの専門基盤群を配置し、
その応用選択科目群として「集積回路工学」や「マルチメディア工学」などの電子通信系科目群と、「知的制御システム論」や「ロボット工学
特論」などの制御情報系科目群を設けています。さらに、エンジニアリングデザインの素養を身に付け創造性を育むデザイン能力育成科
目として「創成技術デザイン実習」、最新のICT、AI技術に対応するために「情報セキュリティ特論」や「知能情報処理」などの科目を導入し
ており、Society 5.0に対応できる高度な実践的技術力の向上を図っています。

　電子情報システム工学専攻は、電子情報技術及び応用技術の高度化・グローバル化に対応
して、電子情報系の専門知識・技術とコミュニケーション力を身に付け、複合領域にも対応でき
る幅広い視野と柔軟な創造力を備え、かつ健全な精神を持った広く産業の発展に貢献し国際
的にも活躍できる技術者の育成を目的としています。

　本校の教育理念の実現と国際化に対応した技術者の育成のために、本科
4年次から専攻科2年次までの4年間の学習・教育に対して、平成18年5月に
JABEE認定を受けた「電子・情報技術応用工学コース」を設定しています。こ
のコースでは、主に本科において電子・情報系の基礎技術を育成し、それらの
基礎技術の上に専攻科において電子・情報技術を応用した工学技術（通信、
エレクトロニクス、ソフトウェア、制御、デバイス、材料等）を教育します。さら
に、人間の安全、健康、福祉を考える倫理的態度の理解、技術開発に対する
創造性・感性・ヒューマン技術の向上、およびコミュニケーション技術の向上
を目指す教育を行います。

■電子・情報技術応用工学コース（JABEE対応教育プログラム）

半導体デバイスの製作風景 レーザー基板加工機と回路解析用WS 没入型ディスプレイ装置と
歩行訓練シミュレータ

特別研究発表会

電子情報システム工学専攻
Electronics and Information Systems Engineering Course

専攻科　
熊本キャンパス

授業・実験・卒業研究など



National Institute of Technology（KOSEN）, Kumamoto College 14

生産システム工学専攻
Production Systems Engineering Course

専攻科　
八代キャンパス

　生産システム工学専攻は、準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン系・生物化学
系のいずれかの複合型専門を基礎として、モノづくりの基盤をデザイン・展開し、国際的な視点
に立ったイノベーション創成を担うことのできる高度な開発技術者及び地域産業の発展に貢
献できる技術者の育成を目的としています。 
　本専攻の専門工学は、「機械工学」と「電気電子工学」、「建築学」と「土木工学」、「生物工学」と
「応用化学」のように、それぞれ2つの複合型専門を基礎として、生産現場やシステムへの工学
的応用につなぐ複合工学と定義しています。複眼的視点に立って工学的に問題解決を目指す
モノづくり工学です。

　本プログラムでは、共通の必修科目を中心にして、各専門の応用科目は選択科目として
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分野の知識や技術を学生グループや研究チームの中で相互に活用しながら協力し合い、
互いの知識や技術を習得していこうとするPBL教育を実施しています。
　こうして、5年間一貫の本科教育による複合型専門の基礎力と、融合・複合力をさらに
高度化させる2年間の専攻科教育によって、融合・複合化が進むモノづくりの現場で「複
眼的な視点から技術を理解し、実践の場において、地域・社会のニーズに応え、アイデア
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の専門カリキュラムが編成されています。特別研究では2年間にわたって、実験および調査・計
画・評価・表現により高度な専門知識を修得させ、実践的応用力を養います。

生物・化学系
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「専攻科」について
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る実践的高度技術者の育成を目標にしています。
　両キャンパスの本科の専門分野に合わせて、2つの専攻を設置しています。

　電子・情報・制御系の基礎となる「ディジタル電子回路学」や「データサイエンス」、「物理シミュレーション」などの専門基盤群を配置し、
その応用選択科目群として「集積回路工学」や「マルチメディア工学」などの電子通信系科目群と、「知的制御システム論」や「ロボット工学
特論」などの制御情報系科目群を設けています。さらに、エンジニアリングデザインの素養を身に付け創造性を育むデザイン能力育成科
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して、電子情報系の専門知識・技術とコミュニケーション力を身に付け、複合領域にも対応でき
る幅広い視野と柔軟な創造力を備え、かつ健全な精神を持った広く産業の発展に貢献し国際
的にも活躍できる技術者の育成を目的としています。

　本校の教育理念の実現と国際化に対応した技術者の育成のために、本科
4年次から専攻科2年次までの4年間の学習・教育に対して、平成18年5月に
JABEE認定を受けた「電子・情報技術応用工学コース」を設定しています。こ
のコースでは、主に本科において電子・情報系の基礎技術を育成し、それらの
基礎技術の上に専攻科において電子・情報技術を応用した工学技術（通信、
エレクトロニクス、ソフトウェア、制御、デバイス、材料等）を教育します。さら
に、人間の安全、健康、福祉を考える倫理的態度の理解、技術開発に対する
創造性・感性・ヒューマン技術の向上、およびコミュニケーション技術の向上
を目指す教育を行います。

■電子・情報技術応用工学コース（JABEE対応教育プログラム）

半導体デバイスの製作風景 レーザー基板加工機と回路解析用WS 没入型ディスプレイ装置と
歩行訓練シミュレータ

特別研究発表会

電子情報システム工学専攻
Electronics and Information Systems Engineering Course

専攻科　
熊本キャンパス

授業・実験・卒業研究など
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電子情報システム工学専攻の進路状況
過去５年間（2020～2024年度）では、電子情報システム工学専攻の修了生の約７割が就職し、約３割が大学
院に進学をしています。就職先の地域としては、熊本県を含む九州・沖縄地区が約１割５分、関東・関西・東海地
区が約８割の割合となっています。産業別では、情報通信業、電子部品・デバイス製造業などの割合が高いだけ
でなく、はん用機械機器具製造業、化学工業等、食料品製造業など様々な業種にも就職実績があります。

生産システム工学専攻の進路状況
過去５年間（2020～2024年度）では、生産システム工学専攻の修了生の約８割が就職し、約１割５分が大学
院へ進学しています。就職先の地域としては、県内、九州・沖縄地区が約４割、関東・関西・東海地区が約６割の
割合となっています。産業別に見ますと、建設業が最も多く、次いで電子部品・デバイス製造業、その他の製造
業、はん用機械機器具製造業、化学工業等と続き、近年は情報通信業の割合も増えてきています。

進学と就職の割合 就職学生の地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類

進学と就職の割合 就職学生の地域別進路 産業別進路（全体）
総務省の業種コード表に準拠し分類
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　熊本高専では、平成30年12月19日に熊本高専地域連携振興会を設立しました。 
　振興会には、熊本県内外の100社以上の企業にご加入いただき、研究開発推進支援事業、共同
教育推進支援事業、人財還流支援事業、地域連携活動支援事業など多数の事業に取り組んでおり、
企業と学生の積極的交流を図っています。

【問い合わせ先】
熊本高専地域連携振興会事務局
〒861-1102 熊本県合志市須屋2659-2
TEL:096-242-6187／FAX:096-242-5503
E-mail:shinkoukai@kumamoto-nct.ac.jp
Web:https://arcp.kumamoto-nct.ac.jp/

実施対象　熊本高専（八代キャンパス）に在籍する本科４・５年生及び専攻科１・２年生
実施時期　夏季休業期間中（8月中旬～ 9月末）及び春季休業期間中（3月初旬～ 3月末）
　　　　　※上記日程のうち5日以上
担　　当　学務課学務係　E-mail: y-internship@kumamoto-nct.ac.jp
　　　　　　　　　　　　TEL:0965-53-1232  FAX:0965-53-1239

※インターンシップ情報の登録方法（両キャンパス共通）
　インターンシップ情報は、メディア総研が運営する「高専キャリアサポートシステム」へ
　ご登録をお願いしております。（利用料：無料）
　※7月第3週までのご回答にご協力ください。
　高専キャリアサポートシステム　https://kosen-support.com/member/comp-login/

実施対象　熊本高専（熊本キャンパス）に在籍する本科４・５年生及び専攻科１年生
実施時期　夏季休業期間中（8月中旬～9月末）及び春季休業期間中（3月初旬～3月末）
実働時間　本科4・5年生 ： 25時間以上
　　　　　専攻科１年生 ： 45時間以上
担　　当　学生課教務係　E-mail:internship@kumamoto-nct.ac.jp
　　　　　　　　　　　　TEL：096-242-6205  FAX：096-242-5504

インターンシップについて
○ インターンシップについては、キャンパスごとに対応いたします。

窓口　https://kumamoto-nct.ac.jp/company/internship.html

【熊本キャンパス】

【八代キャンパス】

熊本高専地域連携振興会について
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電子情報システム工学専攻の進路状況
過去５年間（2020～2024年度）では、電子情報システム工学専攻の修了生の約７割が就職し、約３割が大学
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求人手続きについて
○求人手続きにつきましては、キャンパスごとに対応いたします。
　求人窓口　https://kumamoto-nct.ac.jp/company/recruit.html

○求人情報につきましては下記URLよりご登録ください。求人票は、貴社の様式で構いません。
　高専キャリアサポートシステム　https://kosen-support.com/member/comp-login/

〒861-1102
熊本県合志市須屋2659-2　学生課学生支援係
TEL：096-242-6229　FAX：096-242-5504
E-mail：k-career@kumamoto-nct.ac.jp

熊本キャンパス

八代キャンパス
〒866-8501
熊本県八代市平山新町2627　学務課学生係
TEL：0965-53-1233　FAX：0965-53-1239
E-mail：y-career@kumamoto-nct.ac.jp

アクセス

アクセス

・情報通信エレクトロニクス工学科
・制御情報システム工学科
・人間情報システム工学科
・専攻科電子情報システム工学専攻

・機械知能システム工学科
・建築社会デザイン工学科
・生物化学システム工学科
・専攻科生産システム工学専攻

●電車
①熊本電鉄「藤崎宮前駅」から「御代志」行に乗車、「熊本高専
前」下車、徒歩2分
②JR「上熊本駅」下車、熊本電鉄「北熊本」行に乗換、北熊本
駅で「御代志」行に乗換、「熊本高専前」下車、徒歩2分

●バス
「熊本駅前」または「熊本桜町バスターミナル（17番のりば）」
から、C1・C3系統の菊池プラザ・菊池温泉行に乗車。「熊本
高専前」下車、徒歩3分
●九州自動車道
①「熊本I.C．」から20分
②「植木I.C．」から25分
③「北熊本スマートI.C.」から10分
●熊本駅
「池上熊本駅I.C．」より熊本西環状道路を利用して約30分
●阿蘇くまもと空港
車で約40分

●電車
JR「八代駅」下車、肥薩おれんじ鉄道に乗換、「肥後高田駅」下
車、徒歩7分
●バス
①「八代駅前」から「日奈久下西町/ウインズ八代(高田経由)」
行に乗車、「高田駅前」下車、徒歩10分
②「道の駅たのうら」行に乗車、「短大高専前」下車、徒歩10分
●タクシー
①JR「新八代駅」から15分
②JR「八代駅」から10分
●九州自動車道
①「八代南I.C.」から5分
②「八代I.C.」から15分
●阿蘇くまもと空港
①「すーぱーばんぺいゆ」に乗車、八代駅まで約70分
②車で約50分（九州自動車道経由）


